
鋼３号様式（第15条IjU係）

事業者排出量削減報告譜

氏名Ｍ，
てz

皮行の氏

ｒｋｌ破当するロには、レ印を船人してください．特定巾栗村以外の耶藁打の力はし印の妃人は不要です．

２「鵬申年度」とは8十画砺側の鯛ＩＦ度を．「11侭年UX」とIﾕlIInI期同のＩＤＩ侭IlZ度を、rIU告《ｒ動とはUPlli期同のうち．↑脚Ni告ID対攻となる年度をいいます．

３「取頚所淳挽出区分」とは点擁HQIlAIの＄堕所等の事璽i8動のためのエネルギーの便lUに伴い兜生する８A戒効果ガスを．「６自送81[閂iitlliK分ｊとはｎｂｌＩ【運送蛎窺行については使ｍの小用の位樋を京極Ｗ内とする巾供ｊ
の排111すら凪?1K効果ガスを．鉄逝Jfi藁什については係TIする貨物血閂又は旅客取蘭の仇11ＩするilA竃効果ガスを．「その他IjFMIlX分」とIさ1:漣以外の京lErI内における噸菓所等の事窺i丹助に伴い発生する沮菰ZbJlWス
をいいます．

４「願1111職たりのiu菰効染ガス排llIH等」の「用途I<分」には．００工喝．PIF符所などＵ)ＩⅡ途を記入してください．rli(ｌ11位の､１脚」’二'よ．分子のｌｘＨＨ化供素ＩＡＷ」の．「に分〃となる術侭（生蔵敗､1．延べ床Ihj
柵、血↑刑i厘等）蓬挺人してく竃さい．

５「その1Ｗ)地球沮匝化対顛による魁菰幼煕ガスの仲I減戚等」のうち「練林の保全及び錠邑」の「rlぼ【13度（41園）』掴にはiIf閑嫡同U10DlI椋の繁11}ぜ．「H1筒年度（翼緬）」柵にlま爽国の鍋３１を紀人してください．

６「特1,取卿」’二は、IIL皮261K度Ｉ１９９ＩＩ６Ｉ;皮）題Ａｌ?11とした排MlIiMkIItや、術エネ■ⅡAMI鬼などlWfの狐竃効果ガス排ⅡlPiII減ヘリ)面畝．グリーン田j1W)採用、特定フロンなど⑨条例lh定外⑩in釈効jlWスリ)､ﾘ減
など書妃入してください．

[E1打（法人にあっ

ては、主たる輌務
所の所在地）

灯KTUIJnWmJ八４０凹ＪＩＩＵＪ』glIU王Ｊ閂」ユーロ牡

氏名（法人にあっ
ては、名祢及び代
表音の氏名）

Ｍ〆伊＝nUjbソレンノPTEエ、＝ＴＬ打ＭＵｐ－Ｌ公らツ

取締役束郁工場長茂木正俊

Jj1F業者の主たる

業煎
J旧乃1ＷエユＵＵＵｆＴ勃由ﾋﾟｴｕﾌ1と

酸当する卯業者
要件 原京祁府地球沮咽化対策条例施行規則期１０条第１;)麟当邪業者（大規模エネルギー仇Ⅱ】邪業者（爪油に換算して1,500キロリットル以上））

脈 京郁府地球楓硬化対筑条例施行規則第10条第２丹又は第３号麟当11｢業者
両150両以上）

(大規模迎送ﾘﾄﾞ業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道jI〔

I＝京祁府地球iH吸化対策条例施行魁１１ﾘ第10条第４呼餓当躯業祈（その他のtU室効果ガスの大規模排出駆業折（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））
jlト画’01111］ ＺＯ⑪'二４j二１～２３年３月

雅本方針 ＴＴＩｘＯＬ可刊=ごとてこ配§L脾U-しＬ－Ｌイコノレーｒ￣fIlpm串UギカWID(『』f、

排111ｍの削減を目指す。
陀来例眺I、巫幻『I'｣砿、菫鋤r・l-Eqj栗図ビマネンメントシステムのjuL川により３％以上の温室効果ガス

推進体制 -し･飼喋亡輿江臼二９つ梨蝿･1ｺ｢挫安只壼UﾉiⅨI風こ菱川uilr四ｕｊ取疋・例月の辿沙営埋システムを綱染する。

県塊マネジメントシステム禍称 ｌＳＯ１４００１ 

麺ﾉI】範囲 紙製品及び紙おむつの製造・加工及び'１１荷

取得年月日 2003年ｌ２ｊｌＩ９日

年度ごとの具体
的な取組及び措
ほの状況

年度

２０～２２ 

２０～２２ 

２０～２２ 

設側．対象、工程等

工期製造部門

工軋)製造部lnj

工俎製造部門

摘圃内容

躯姉あたりの不良串を削減し、製品原１１１位を政聾する。

b年ilrlullでインバーター化の推jUEや省エネ臓器、商効率照Wlの導入を行い、712カ便用lilをWＩ減する。

俳鴻回収惣化及び乾燥管理強化に努め蝿科使用、を柳j減し、製1M原DM位を改善する．

温室効果ガスの

排出風等 排出区分

ＡＩｌＪ業所等排111区分

Ｂ輸送iIZ両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合ilf

実績に対する自己評価

‘面－－T￣￣「し足、=PごｍﾄｑＪ

(１９）年度
(二敗化供衆BUT）

日原fI2塵（ilrI座I）

(２２）年度
(二臆(ｕｆＩ素lnUF）

墹減率
(Hf画）

ＵＴｘＦ５ｎ１－Ｄ巳ｑﾕﾊ＆乃丑１Ｊ

（２１）年度
(二鮫化炭素U1仰）

jij減率
(実綱）

40,036ｔ 38,823ｔ -3.0％ 37,035ｔ -7.5％ 

［ ｔ ％ ｔ ％ 

［ ｔ ％ ［ ％ 

●】 40,036ｔ ●２ ３８，８２３ｔ －３．０％ ●４３７．０３５ｔ -7.5％ 

したためである。２１年度の取り組みとして製品あたりの不良率iﾘﾘ減．インバーター化の推進（１１合繊、）．排熱回収の強化と乾燥管理
職ｲＨ＝纏めか一今秘＊、鈍韓ＬＴ－田の函、奴１L寡稚搬Ｌ〒Ｌ１ぐ

IIXlll位当たりの

温室効果ガス排
lllm等

用途区分 瓜111位の指標

京都工場
二腋化炭素襖ＴＩＬ

生産高（ｔ）
二IUE化炭乗換FIL

二ｍR化炭素換弊

実綱に対する自己評価

基P13年度（爽綱〕 目標年度（計画） 墹減率（Hf画） 棚告年度（典綱） 珊城率（実綱）

0.713 0.692 -3.0％ 0.674 -5.5光

％ 兜

％ ％ 

荷T四WMJOIJにｊ元堅｣二"皿LlLu罰たりｕ｣田至切米刀入琲lnUknPj砿を'三1ｍしている中、20年度で4.7％、２１年度は5.5％の､１１減が達成され

順調に削減を因ることが出来た．排出原1m位は20年度よりも約1％改稗されている。これは、省エネに取りⅢ'んだ成果と考える．今後も
jmhlF9DlRF-屋rnFRJ肘鈍1ユュ傘｣MfF汁ｈｌテＬｎぞ

その他の地球温
暇化対箙による
温室効果ガスの
月Ⅲ減圃等

対策等の区分

森林の保全及び整燗

府内寵の木材の利用

自然エネルギーを利用した勉力
又は熟の供給

グリーン地力の111入

NII減lit聯合計

目 鼠年度（計画）

取組丘辱 (二鹸化炭素投口）

(践煽面１日） hａ (殴奴皿） ｔ 

(利IWIm〕 ｍｏ (１W減、） ［ 

(充矼巳） kwｈ (FN減巳） ［ 

(鯨供給、） GＪ (IPI城且） １ 

(用人低》 kwｈ (111城団 Ｉ 

･３ｔ 

報告年度（尖緬）

取俎日毎 (二酸化炭粛IQ耳）

笹田両柏） hａ (殿奴且） ｔ 

Ｉ､Ⅱ11丘） ｍ８ (1W減且） ｔ 

光⑩、） kwｈ (lNnRH） ［ 

鯨供給91〕 Gｊ (Ｍ減且） ［ 

Ⅲ入、） kwｈ (nilUd園） ｔ 

･５ｔ 

差引排出量

(排M1合8ｌ－Ｍｄｄ野合8f）

坐ＩＷＦ度（突繍）

＊】40,0361

目標年度（計画）

(０２升(０３）３８，８２３ｔ

墹減率（i'十画）

-3.0％ 

報告年度（突綱）

(．O》･(0s、３７．０３５１

珊城串（突綱）

-7.5％ 

地球温暖化対願
に資する社会貢
畝活動

特記リ【項


